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ご
あ
い
さ
つ 

今
年
は
す
っ
き
り
し
な
い
気
候
が
続
き

ま
し
た
が
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
美
し
い
朱
色

と
と
も
に
秋
が
一
段
と
深
ま
っ
て
い
く
こ

と
を
感
じ
さ
せ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
９
月
13
日
か
ら
21
日
ま
で
の
９

日
間
、
平
成
18
年
山
北
町
議
会
第
３
回
定

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
題
は

平
成
17
年
度
決
算
の
認
定
で
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
瀬
戸
町
長
に
な
っ
て
最
初
の
定
例

会
で
し
た
の
で
、
一
般
質
問
で
は
活
発
な

政
策
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

い
ず
れ
「
議
会
だ
よ
り
」
で
詳
し
く
報

告
さ
れ
ま
す
が
、
速
報
と
し
て
い
つ
も
の

よ
う
に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ご
一
読
い
た
だ
い
て
ご
意
見
な
ど
も
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 と

し
は
る
通
信 

川村としはる 
   （俊治） 

 

一
般
質
問 

私
は
今
回
「
財
政
問
題
と
19
年
度
予
算

の
基
本
的
な
考
え
方
」
と
題
し
、
町
長
の

所
信
表
明
な
ど
の
内
容
に
対
し
て
質
問
し

ま
し
た

 。

質
問 

町
長
は
選
挙
公
約
で
財
政
改
革

を
謳
っ
て
い
ま
す
が
現
在
の
町
の
財
政
状

況
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。 

答
弁 
財
政
力
指
数
、経
常
収
支
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
な
ど
財
政
指
標
の
上
郡

５
町
比
較
で
、
良
く
は
な
い
が
ま
ず
ま
ず

の
状
況

す
。 

で

質
問 

自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
は
新
し
い
税
収
の
確
保
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
そ
の
方
策
は
あ
り
ま
す
か
。

税
収
を
得
る
た
め
の
課
題
は
何
で
あ
る
と

考
え
ま

か
。 

す

答
弁 

県
が
導
入
し
た
水
源
環
境
保
全

税
の
交
付
金
を
活
用
し
ま
す
。
税
収
の
確

保
に
は
法
人
税
の
増
収
が
課
題
で
あ
り
収

益
の
大
き
い
企
業
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。 

ま
た
、
個
人
住
民
税
を
得
る
た
め
に
人
口

増
が
必
要
で
す
。 

質
問 

負
債
の
削
減
は
課
題
で
す
が
、 

 現
在
の
負
債
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

ど
う
対
処
し
ま
す
か
。
健
全
財
政
と
は
何

を
以
っ

論
じ
ま
す
か
。 

て

答
弁 

現
状
の
負
債
は
一
般
会
計
で
約

四
十
一
億
七
千
万
円
あ
り
ま
す
が
、
地
方

交
付
税
な
ど
国
・
県
が
負
担
す
る
も
の
を

除
け
ば
約
十
八
億
五
千
万
円
が
町
民
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
残
高
は
17
年
度

が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
が
、
返
済
は
18
年

度
か
ら
増
加
し
23
年
度
ま
で
高
水
準
が

続
き
ま
す
。 

財
政
の
健
全
性
は
財
政
力
指
数
が
１
以

上
、プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
プ
ラ
ス
、

経
常
収
支
比
率
、
公
債
費
比
率
な
ど
の
指

標
が
適
正
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。 

質
問 

所
信
表
明
で
４
次
総
の
見
直
し

を
表
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
19
年
度
予
算
編

成
方
針
決
定
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考

え
方
を
伺
い
ま
す
。 

答
弁 

４
次
総
の
人
口
目
標
は
一
万
六 

千
三
百
人
で
あ
り
、
現
在
人
口
と
の
ギ
ャ 

ッ
プ
を
無
視
で
き
な
い
状
況
で
す
。
19
〜

20
年
度
に
か
け
て
見
直
し
を
行
い
、
改
定

か
新
規
作
成
か
の
結
論
を
出
し
ま
す
。 

19
年
度
予
算
は
4
次
総
中
期
計
画
３

年
目
の
19
年
度
計
画
を
基
本
と
し
ま
す

が
私
の

策
は
織
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。 
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政

質
問 

公
約
に
「
補
助
金
便
り
の
箱
物

行
政
の
見
直
し
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

現
状
は
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、負
担
金
、

分
担
金
を
含
め
た
支
出
金
が
な
け
れ
ば
財

政
は
成
り
立
た
な
い
と
思
い
ま
す
が
ど
う

考
え
ま

か
。 

す

答
弁 

選
挙
の
基
本
理
念
で
補
助
金
を

否
定
し
て
い
る
の
は
、
時
代
の
趨
勢
で
あ

り
概
念
と
し
て
述
べ
た
も
の
で
す
。
補
助

金
を
使
わ
な
い
と
は
言
っ
て
い
な
い
し
、

補
助
金
や
負
担
金
が
な
け
れ
ば
町
の
財
政

は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
考
え
に
は
同
感

で
す
。 

箱
物
を
作
る
と
後
年
度
に
維
持
費
が
か

か
る
の
で
内
容
が
妥
当
な
も
の
で
あ
れ
ば

良
く
、
庁
舎
、
中
央
公
民
館
は
必
要
な
も

の
で
す
。
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
は
評

判
が
悪
く
反
省
点
が
あ
り
ま
す
。
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
風
呂
が
３
階
に
あ
る
が
、

１
階
に
作
れ
ば
コ
ス
ト
が
下
げ
ら
れ
た
。 

第
二
東
名
工
事
始
ま
る 

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
秦
野
工
事

事
務
所
か
ら
秦
野
〜
御
殿
場
間
33

km
の

工
事
に
着
工
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
各
地
域
で
の
説
明
会
を
行
い
な
が
ら

計
画
を
進
め
て
い
く
模
様
で
、
完
成
は
平

成
32
年
で
か
な
り
先
に
な
り
ま
す
。 

計
画
図
で
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
秦

野
と
御
殿
場
に
あ
り
ま
す
。 
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性質別歳出の推移　（単位：百万円)

投資的経費
1,685

繰出金
559

人件費
1,493

1,413

1,460

扶助費
214

242

254

公債費
344

674

386

734

416

532

481

1,698

1,688

その他
1,883

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

１５年度

16年度

１７年度

合計
6,178

5,339

4,638

一
般
会
計 

 
 

一
般
会
計
の
歳
入
と
性
質
別
歳
出
の

推
移
を
グ
ラ
フ
に
示
し
ま
す
。
町
営
住

宅
建
設
な
ど
の
大
型
事
業
が
終
了
し
た

の
に
伴
い
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。 

歳
入 

○
町
税
で
は
町
民
税
は
増
え
た
が
固
定
資

産
税
が
減
収
と
な
り
全
体
で
は
微
増
。 

○
地
方
交
付
税
は
前
年
度
を
や
や
上
回
っ

た
が
、
国
・
県
支
出
金
は
事
業
の
終
了

に
伴
う
補
助
金
の
減
に
よ
り
減
少
。 

○
町
債
（
町
の
借
金
）、
そ
の
他
に
つ
い
て

も
事
業
の
終
了
に
よ
り
大
幅
に
減
少
。 

歳
出 

○
人
件
費
は
減
少
し
て
い
る
が
、
扶
助
費

は
増
加
、
公
債
費
も
し
ば
ら
く
は
増
え

る
の
で
義
務
的
経
費
（
人
件
費
・
扶
助

費
・
公
債
費
の
合
計
）
は
増
加
傾
向
。 

○
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
町
営
住
宅
な
ど

大
型
事
業
の
終
了
に
伴
い
投
資
的
経

費
は
大
幅
に
減
少
。 

○
他
会
計
へ
の
繰
出
金
は
国
民
健

康
保
険
、
介
護
保
険
、
老
人
保
健

医
療
、
下
水
道
の
各
特
別
会
計
が

主
な
も
の
で
す
。 

 

実
施
し
た
主
な
事
業 

☆
箒
杉
公
園
整
備 

二
千
八
百
四
十
九
万
七
千
円 

☆
大
野
山
桜
の
里
づ
く
り
・
三
良

橋
整
備 

四
千
五
十
四
万
円 

☆
町
内
循
環
バ
ス
運
行
事
業 

五
千
四
百
五
十
三
万
九
千
円 

☆
障
害
者
支
援
費
支
給
事
業 

一
億
三
千
五
百
八
十
一
万
八
千
円 

☆
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業 

五
千
四
百
三
万
二
千
円 

☆
浅
間
山
農
道
測
量
設
計
業
務
委

託 一
千
二
十
六
万
一
千
円 

☆
道
路
新
設
改
良
事
業 

二

二
百
六
十
万
四
千
円 

千

 

山
北
町
営
火
葬
場
撤
去 

使
用
は
平
成
19
年
１
月
10
日
ま
で 

山
北
の
火
葬
場
の
土
地
は
簡
保
レ
ク
セ

ン
タ
ー
建
設
予
定
地
と
し
て
日
本
郵
政
公

社
が
買
い
取
っ
て
い
ま
す
。
火
葬
場
は
現

在
ま
で
使
用
を
許
可
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

簡
保
レ
ク
セ
ン
タ
ー
の
建
設
中
止
、
郵
政

公
社
の
民
営
化
に
伴
い
、
平
成
19
年
３
月

31
日
ま
で
に
撤
去
す
る
よ
う
申
し
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
町
で
は
使
用
期
限
を
平

成
19
年
１
月
10
日
ま
で
と
し
、
撤
去
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

今
後
は
山
北
町
営
火
葬
場
移
転
検
討
委

員
会
の
答
申
を
尊
重
し
、（
仮
称
）
県
西
地

域
広
域
斎
場
建
設
協
議
会
へ
正
式
に
参
画

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
に

は
小
田
原
、
南
足
柄
、
箱
根
、
大
井
、
松

田
、
開
成
の
各
市
町
が
参
加
し
て
お
り
、

平
成
23
年
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

火
葬
場
撤
去
か
ら
県
西
地
域
広
域
斎
場

の
供
用
開
始
ま
で
は
、
小
田
原
斎
場
及
び

玉
穂
斎
場
公
苑
（
御
殿
場
市
）
を
暫
定
利

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
件
は
９
月
20
日
の
全
員
協
議
会

で
町
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は

連
合
自
治
会
長
会
議
へ
の
説
明
と
広
報

（
11
・
12
月
号
）
に
掲
載
し
て
町
民
に

周

し
て
い
く
予
定
で
す
。 

知

 

歳入の推移　(単位：百万円)

町税
2,119

町債
960

2,140

2,126

759

749

地方
交付税
844

466

695

国・県
支出金
780

322

598 1,332

その他
1,597

1,141

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

１５年度

16年度

１７年度

5,501

合計
6,299

4,827

平
成
17
年
度
決
算 


